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2. 本書の概要
2000年までに11版まで増刷されている国民的人気作。物語の舞台は戦後構築された首都オスロ郊外の高層団地。小さな町から都会に引っ越してきたアウロラ一家はママが働き、パパが研究をしながら家事をしていることから、同じZ棟に住む人たちに変わり者扱いされている。家事に慣れないパパが、仕出かす様々な失敗がコミカルに描かれている。団地の子供達になかなかなじもうとしないアウロラをパパはさりげなく後押ししてくれる。アウロラは段々とだが、Z棟に愛着を覚えていく。周囲の人たちとは少し違うけれど、それでも幸せなある一家のほのぼのとした暮らしを描いた作品。
3. 著者略歴　アンネ・カット・ヴェストリー(Anne-Cath.Vestly)
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1920年生まれ。「ノルウェーのおばあさん」の愛称で親しまれる、国民的作家。60冊以上の児童書を書いている。戦後始まったラジオ番組『子供の時間』に出演。女優として活躍するが、1953年女優を辞め、『オーラ･アレクサンデル』シリーズで作家デビュー。映画化する。『おばあさんと８人の子供達』もまた、映画化する。賞、多数受賞。1977年オスロ国語協会特別賞、同年、教会省・文部省ノルウェー児童書賞、1979年オスロ芸術賞、1980年Peer-Gynt賞、1982年文化賞作家賞、同年デンマークの書店賞、1987年SOFUSメディア賞、1989年レインボー賞、1990年オスロ芸術賞、同年Paul Robeson賞、1994年『子供と親』社児童図書賞、同年ノルウェー文化教会名誉賞、1997年女王賞など総計28の賞を受賞。http://www.gyldendal.no/vestly/、

http://www.norway.org.uk/culture/literature/children/children.htmに彼女に関する情報が載っている。『Z棟のアウロラ』は1974年にニューヨークのSCHOLASTIC社により”Hello, Aurora”という題で英訳されている。さらに1986年にはPuffin社により同作のペーパー・バック版が出版される。本作は1979年にMethuen社より“Eight Children and a Bulldozer ”という題名で 英訳が出版されている。2008年に亡くなった。
4. 目次
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2. 空くらい高いところ
3. 階段掃除
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5. 内容

1章 試訳参照

2章 パパはドアに「ここにはアウロラにマリエ、エドワード、ソクラテスが住んでいます。」と書いてある素敵な表札をかけました。アウロラは窓の外を見ました。「何だかアメリカにでも引っ越してきたみたい。この棟にはたくさんインディアンがいるの。新参者の私達のことを狙う、先住民のインディアン達。」「この棟は世界と同じなんだよ。この棟のどこかで必ず悲しんでいる人、大変な思いをしている人がいるんだ。」「ねえ、明日の朝一度、お弁当を持って仕事に行くふりをしてよ。後でこっそり戻ってくればいいから。パパが家にいて、ママが働いているのかっていつも皆聞いてくるんだもん。」「もし今度聞かれたら、こう言ってやればいい。働くにも色んなやり方があるんだって。パパとママは学生の時に出会って、お前を授かったんだ。ママは働きだして、パパは歴史の博士号をとることにした。二人で話し合って、パパが家事をしながら歴史の勉強をした方がいいってことになったんだよ。ママはとっても頭がいい人だけど、家事となると不器用でね。窓を開けて叫んでごらん。『皆が一緒である必要なんてない！』ってね。」昼食を食べ終えるとパパは本に向かいました。アウロラは散歩に出かけることにしました。この団地に引っ越してきてからいつも一人で遊んでいると、「ママはどうしたの？かわいそうに。」と言われるのです。前住んでいたところでは、近所の人はアウロラのパパとママの仕事をよく知っていたので、そんなことを言いはしませんでした。11階から階段を下りていきます。6階から5階に行く途中、目の前に突然インディアンの一人が立ちはだかりました。8歳くらいの男の子です。背が高くてどんよりした子。「お前、何でエレベーターに乗らないんだ？」「世界の不思議を探るためよ。」「お前、名前は？」「アウロラよ。アウロラって名前には意味があるの。」「嘘だ。意味なんてないよ。」「ううん、あるわ。」でも男の子が感じ悪かったので、アウロラは教えてあげませんでした。アウロラは走って逃げました。胸はドキドキいっていました。Z棟を出ると、子供たちが遊んでいます。不安になってパパに向かって手を振ったけど、本を読んでいて気づきません。あんな空くらい高いところにいるパパを、他の子に聞こえないように呼ぶなんて無理です。打つ手は他にあります。ママのところに行くのです。アウロラはママの車を探しました。パパが塗ってくれた車。青地に赤の花柄だから、一目でママだと分かります。パパはこの大きな町にはたくさん車があるから、車を見つけるのも一苦労だと言っていました。11階から見下ろしても、ママの車はすぐに分かります。通りすぎる車には女の人が乗っていることもあります。皆帰りが遅くて夕飯の準備が出来ないのを引け目に思っているような暗い表情。アウロラは目を閉じました。しばらくじっと閉じていました。そうすれば目を開けた時にはママがいるかもしれないから。ママの車です。アウロラは飛び上がって手を振りました。「まあ、ママに会いにわざわざ来てくれたのね！でもパパに一言言ってから来てね。さて、今日の予防注射はどうだったの？」「パパは気絶しなかったよ。私がソクラテスを押さえる役をしてあげたから。」帰り道はいつもあっという間。車を降りるとママはアウロラの手をとり、Z棟へ向かいました。さっきの男の子と階段ですれ違いました。男の子は友達にクヌートと呼ばれていました。通りかかる時クヌートがアウロラの名を呼んだので、ママは「まあ、もう近所の子と仲良くなったの？」と顔をほころばせました。パパが台所にお玉を右手に、本を左手に持ち、料理をしています。「チョコレート・プリンをつくろうとしたんだけど、うまく固まらなかったから、代わりにチョコ・スープにしたよ。」「まあ、初めて聞くわ。」「私もさ。でもこれがなかなかいけるんだ。」「ありがとう。」パパはソクラテスのおむつを代え、ママはソクラテスに食事をやり、アウロラとパパは食器を洗いました。
3章 アウロラは一人玄関口のベンチに座っています。呼び鈴が鳴り、洗剤を持った男の人がドアを開け「パパとお母さんは？」と尋ねてきます。「いるけど休んでいるから邪魔しないであげで。」とアウロラ。男の人が帰ると次にまた別のおじさんが来て、「のぞき穴はいらないかい？」と尋ねました。「何それ？」「ドアに穴をあけて、そこにガラスをはめこむのさ。そうしたらドアを開けないでも外に誰が立っているか見えるんだよ。」おもしろそう。もしアウロラとソクラテスでも届く高さにつけてくれたら、楽しめそうです。「お金はかかるの？」「もちろん。」「駄目、駄目。今うちにはお金がないの。何年かしたらお金持ちになってるかもしれないけどね。」再びベルがなりました。パジャマ姿の女の人です。「パパとお母さんに伝えておいておくれ。お宅が今日階段掃除当番だって。」女の人はママが掃除をしないのでないかと疑っているような、いぶかしげな顔をしました。実際ママは、朝はソクラテスにご飯をやるのに忙しいし、かといってパパに頼めばまた近所の人にママは怠け者だって思われてしまいます。アウロラは考えたあげく、バケツを手にとり、一番上の階段をぞうきんがけを始めました。「何してるの？そこは私が今さっき掃除したばかりよ。あなた、どこの子？」「私は11階に住んでるの。当番だから。」「まあ、そうしたら11階から10階の階段を掃除すればいいのよ。」アウロラが階段を下りていく途中、男の人が階段掃除をしていました。「おじさんも階段掃除しているの？」「ああ、これは力がいるから、男がやったほうがいいんだ。」「うちのパパも階段掃除するよ。おまけに家事だって。」「俺もさ。女より男の方が向いている仕事なら、俺がするのさ。」「おじさんはこのＺ棟で一番物分りがいいわ。」おじさんは自分の当番の場所を掃除し終えると、アウロラを手伝ってくれました。すると女の人が通りかかって、「まあ、新しく越して来たあの家の人達は、こんな小さな子に当番を任せるのかい！」とあきれました。「そんなんじゃないわ！パパとママは、このことを知らないの。驚かせようと思ってやってるの。」11階まで来るとアウロラは家のベルを鳴らしました。パパがボサボサの髪で出てきました。「何をしてたんだい？」「階段掃除よ。」「おりこうさんだ！」「このおじさんが手伝ってくれたの！」「どうもありがとうございます。私たちの番だとは知りませんでした。次回はお手伝いさせていただきます。」「嫌々、いいんですよ。そんなことよりコーヒーでもいただけたらうれしいんですが。」朝食を食べているとまたベルが鳴りました。「奥様はいらっしゃいませんか？署名をお願いしたいんです。このマンションに託児所をつくってくれって。」「うちのソクラテスもあと何年かしたら預かってもらえれば助かるわね。」と言ってママは署名をしました。「お風呂をためてやるから、もう少し寝てなさい。」とパパは言いました。アウロラはベッドに入り、このマンションに住む他の子達も、今頃まだ眠っているのかな、と考えました。

4章 その日アウロラは朝早く起きました。アウロラにはお気に入りの人形が二人います。クラムセとローラです。「さあ、今日はママと一緒にドライブに行きましょうか？パパの大学に行く？お城を見に行く？それともボートに乗りに行く？」とアウロラ。「ボートに乗りたいよ。」とローラは答えました。パパが目を覚ましたようです。パパは一日の予定を表にしています。でも、いつも予想していなかったような予定が入ってしまって、計画通りにはいかないのです。今日もベルが鳴って、「この家の子と遊びたいんですけど。」と近所に住む女の子二人が現れました。「いいよ。でも今はまだ朝早すぎるよ。」とパパは答えます。ママの出勤の時間。「一緒に下まで来て、お見送りしてくれないの？」「怖い男の子がいるから嫌なの。」「あら、怖いのはただ、その子のことをまだあまり知らないからよ。」アウロラは窓から下にいるママに手を振ります。「パパ、見て。ママ、ここから見るとすごく小さいね。でもちゃんと見えるよ。」パパはハッとしました。テーブルの上にお弁当が置きっぱなしです。パパはママに知らせようとお弁当を持った手をブンブン振りました。すると、ツルリ！木の上にお弁当が引っかかってしまいました。パパは大急ぎでまたパンを切ってママに渡しに行きました。戻ってくると「さあ、さっきの子達と遊んでおいで。」と言いました。「私、あの子達と遊びたくない。」「昔、ソクラテスの時代より、ずっと昔にね、……」「うちのソクラテス？」「違うよ。まあ、ソクラテスのことは置いておいて。ペリクレスという人がグリーンランドにいたんだ。ペリクレスはきちんと仕事をしていたのに、上司に一日怒られた。仕事が終わっても上司は家までついてきて、クドクドお説教を続ける。それでも、その上司が家に帰る時、ペリクレスは召使に言いつけて、家まで送らせたんだ。安全なように、灯りで道を照らしてあげてね。」「じゃあ、パパは私にあのクヌートっていう嫌な子にも懐中電灯でも持って家まで送ってやれっていうの？」「ああ、そうだ。それでもし拒まれたら、それはその子がよっぽど機嫌が悪かったってことだろう。」するとまたベルが鳴って、さっきの子達がやってきました。「中に入れて頂戴。」「いいけど、おじさんは仕事しなくちゃいけないんだ。ちょっと中で休んだら、外で遊んでおいで。」「わかった。ねえ、この家にはソファーはないの？」「ないよ。でもガーデン・チェアーならあるさ。」「テレビは？」「ないよ。でもその代わりピアノがある。」アウロラの部屋にはパパとアウロラが描いた絵が飾ってあります。パパが描いたのはエジプトの、アウロラのは車に乗ったママとソクラテスを抱えたパパの絵でした。前住んでいた家も描かれています。3人で人形を使っておままごとを始めました。「出かけるぞ。シャツにアイロンをかけておいてくれよ。」とお父さん役のカーレンは言い、ハンドルを握る真似をしました。「朝、だんなを送り出せるなんて幸せだわ。」とお母さん役のヌッセは言います。アウロラは目を丸くしました。「ずっと家にいて、旦那さんが帰って来たらドアを開けてあげるの？」「旦那さんが出かけていったら、寂しいけど、また帰ってきたらうれしいじゃない？」とヌッセは言いました。その時アウロラのパパが顔を出しました。「おじさんは何の仕事をしているの？」「歴史の勉強をしているんだよ。」「それを仕事なんて言うの？」「そうだよ。」「いつか、仕事が見つかるわよ。」とヌッセは同情するように言いました。パパは微笑み、「どうもありがとう。」と言いました。二人が帰るとパパは「近所の子と友達になれたら、ここに住むのも楽しくなるね。」と言いました。「うん。でも友達は自分で選びたいわ。」「ああ、人と知り合うのは素晴らしいことだけど、もちろんどの子と友達になるかは、お前が自分で選べばいいんだよ。」その翌日には早速アウロラにその『友達』というものが出来るのですが、その時のアウロラが、それが誰だか知ったら、びっくりすることでしょう。

5章 「あの子達、もう来なかったらいいのに。」「そんなこと、言うもんじゃないよ。まだあの子達のことをよく知りもしないのに。人を知るには時間がかかるんだ。このZ棟には色んな人が住んでいる。素晴らしいね。」「あのクヌートっていう男の子……。」アウロラは口ごもるとうつむきました。「あの子は何かを恐れているから、他の人にきつく当たるんだよ。」とパパ。パパはエレベーターにアウロラを乗せました。「この団地に住んでいたら、このエレベーターだって毎日当たり前の様に使うようになるさ。」とパパ。外に出るとアウロラは砂場でおもちゃの車で遊びました。「車のおもちゃで遊ぶなんて、あんた男の子？」見上げるとそこにはカーレンとヌッセがいました。「ヌッセのママと町にお出かけなのよ。」とカーレン。するとヌッセのママがやって来て「まあ、手が汚れるじゃないの！」とすごい剣幕で怒鳴りました。二人はビクビク小さくなり、ヌッセママに手を引かれ、行ってしまいました。アウロラは前より二人のことを知れたような気がしました。アウロラはハッと息を呑みました。家のベランダから下にはしごが伸びています。男の人がそのはしごをつたっています。泥棒かも！階段を駆け上るとクヌートがいました。クヌートはアウロラの後を追ってきましたが、今日は不思議と怖いとは思いませんでした。家のドアの鍵穴を覗き込んでいる男の人がいます。「誰だい？」「あれは私のパパよ。」ドアが開き、青いオーバーオールの男の人が出てきました。鍵屋さんです。パパはオートロックのドアの外に鍵を持たずに出てしまったのです。「上がっていくかい？それとも一度お家の人に断ってから来るかい？」とパパ。「家には誰もいないんだ。」とクヌート。「宿題やってもいい？傍に誰かにいてくれた方がはかどるんだ。」クヌートが床に腹ばいになるのを見て、アウロラは目を丸くしました。今まで怖がっていた男の子が自分の部屋にいるなんて、何だかおかしな感じ。「ここにいることは内緒だよ。女の子と遊んでいると冷やかされるから。」次にクヌートは自分の部屋をアウロラに見せてくれました。「誰もいない家に帰るの、嫌いなんだ。」とクヌートはいいました。こんなに大きなZ棟で知り合いが出来るなんて。アウロラは自分でもびっくりしていました。アウロラが戻ってくると「Z棟のアウロラちゃんが帰ってきたぞ！」とパパが言いました。
6章 この団地に引っ越してきてから、食事の買出しはママがしています。前住んでいた家の近くに、小さななじみのお店があったので、ママは仕事の帰りに今でもその店で買い物をしてくるのです。でも来週は裁判があるので、ママは買い物に行けません。そこでパパとアウロラが買い物に行くことになりました。ソクラテスのベビー・カーの周りに他に15個ものベビー・カーが止めてあります。ママがいなくなったことに気がついて泣き出す子、またその泣き声に驚いて泣き出す子。スーパーの中には、空きビン回収ボックスがありました。「どうやるんだ？」「さあ。でも他の人がやっているのを真似したらいいわよ。」右の取手を引いてからビンを入れ、左の取手を引く。パパは見よう見真似でやってみます。でも手袋をはめたままだったのでうまくビンが穴に入らなくて、床に落ちて割れてしまいました。近くにいたおばあさんが瓶を片付けるのを手伝ってくれました。「すみません。」「いえいえ。私も同じこと、やったことありますよ。」とおばあさんは感じよく微笑んでくれました。買い物を始めると、さっきのおばあさんが「カートを使わないと万引きと間違われてしまいますよ。」と教えてくれました。「牛乳が欲しいんですが。」とパパが尋ねると、「あっちですよ。」とおばあさんは指差しました。「パパ、ビンの牛乳じゃなくて、紙パックにするの？」「ああ。」どうやらさっきの一件で、ビンはもうこりごりなようです。「すみません。荒挽きのコーヒー豆がほしいんですが。」と言うと店員さんが「そこにある豆挽きで挽いてください。」と答えました。大きな穴に豆をいれ、挽き具合を選んでから、スタートボタンを押すのです。「さあ、いくぞ。」パパが緊張で顔をこわばらせたので、アウロラも何だか緊張してきました。するとコーヒーが下の穴から茶色い曇みたいにもくもくと出てきて、床に茶色いカーペットが広がりました。するとさっきのおばあさんがまたサッと現れて、袋のセットの仕方を教えてくれました。パパがレジに並んでいる間にアウロラはソクラテスの様子を見に、外に出ました。入り口に同じ年くらいの女の子がいて、大きな犬をなでていました。アウロラはあの子も同じZ棟に住んでいるのかな、と思いました。パパを手伝いに戻ると、その子はもういませんでした。また会えたらいいな、とアウロラは思いました。
7章 ある日ベルが鳴って、ドアを開けるとカーレンが立っていました。「今日ヌッセは風邪でいないんだけど、遊ばない？」カーレンの家に行くとカーレンがパパ役、アウロラがママ役でおままごとをまた始めました。「今日はクリスマス・プレゼントを買ったよ。それにカーテンも洗濯したんだ。」とカーレン。「ありがとう。」とアウロラが言うとカーレンは「駄目よ。ママ役は『そんなこと、あなたがしてくださることないのに。』、って言わなくちゃ。」と言いました。カーレンのお母さんに呼ばれて居間に行くとケーキが出てきました。お客さんがきているようです。お客さん二人は何やらひそひそ話しています。「かわいそうに。父親が家にいて、母親は毎日町に出かけていくのよ……。」窓の外を眺めると11階から見るよりも下の世界はずっと遠くに見えます。ここからじゃ、ママが帰ってきても見えません。「私、帰るわ。」「今来たばっかりじゃない。」おばさん達が「あなたのパパね？家事をしてくれるっていうのは？」と話しかけてきました。「はい。」「お母様は何をしてるの？」「お母さんは弁護士です。」「でも毎日お母さんが行っちゃうと寂しいでしょうね？」アウロラは心とは裏腹に、「はい。」と答えました。何となくそう言わなくてはいけない気がしたのです。本当はちっとも寂しくありません。パパがちゃんと家にいてくれるし、ママが帰ってきた時は、昼間会えない分、数倍嬉しくなるのですから。「家にいるよりここに遊びに来たほうが楽しいんじゃないの？」その問いにはアウロラは答えませんでした。「お邪魔しました。」泣きそうになるのをこらえました。泣き顔で帰って、パパを心配させたくないから。すると背後から足音がしました。クヌートでした。クヌートを連れて家に帰り、「クヌートも一緒にケーキをつくってもいい？クヌートのママは時間がないんだって。」と聞くと、パパは「いいよ。」と答えました。パパはケーキを焼き終わったのに、箱に入れずそのまま置いておきました。きっとママにケーキを焼いたのを気づいてほしいからでしょう。でもママは帰ってきてもケーキには気がつきません。「ねえ、何か気がつかない？」「何も。」「ケーキを焼いたんだよ！それにカーテンも洗ったんだよ。」その時、「そんな、あなたがしてくださることないのに。」とアウロラは言いました。パパはあんぐり口を開け、ママは突然笑い出しました。「アウロラはおばあちゃんに似てきたわね。おばあちゃんもおじいちゃんによくそう言ってたわ。ところでアウロラ、今日は何をしたの？」「カーレンの家に行ったの。おばさん達、私のこと、かわいそうだって。」ママは「まあ、そんなことを言う人がいるなんて。他の人のことを詮索したがるのね。覚えておいて。パパとママ、アウロラにソクラテスは仲間で、お互い助け合って生きているってことを。」アウロラとパパは食器を洗った後、二人とも森の中に光りを見たと話しました。「明日、森に行って確かめようよ、パパ。」「駄目だよ。明日は洗濯をしなくちゃいけないから。地下の洗濯室にはいろんな機械があるから、子供は立ち入り禁止なんだ。パパが洗濯している間、ソクラテスの面倒を見てくれるかい？そうすることでアウロラも洗濯を手伝ったことになるんだよ。」「うん。でも、いつか森に行こうね。」「ああ、いいよ。」
8章 パパが洗濯に行っている間、アウロラはパパを驚かせようと椅子に登って食器を洗いました。するとベルが鳴りました。一人の時にドアを開けていいものか、迷いました。「どなたですか？」「ヌッセの母親です。」それなら大丈夫とアウロラはドアを開けました。「買い物に行っている間、ヌッセと遊んでくれないかと。」「ごめんなさい。今日は無理です。」「あの子、風邪をひいてるのよ。」「でも弟の面倒を見なくちゃいけないので。カーレンに頼んだら？」「ええ、でもカーレンのお母さんが、風邪がうつったら困るからって。それであなたのことを思い出したの。あなた、いつも一人じゃない？弟さんも連れてきたらいいわ。今日だけだから。」アウロラはママが「パパとママ、アウロラにソクラテスは仲間で、お互い助け合って生きている」と言っていたことを思い出しました。アウロラは気づくとこう言っていました。「行けません。赤ちゃんに風邪がうつったらいけませんから。」その頃パパはどうしていたかというと、地下室で洗濯をするのに手こずっていました。隣で洗濯をしていた婦人が、洗剤はそんなに入れてはいけませんよ、などとあれこれ世話をやいてくれました。婦人が行ってしまうとパパは本当にきちんと洗えているか気になって、洗濯機を覗き込んみました。中で洗濯物がものすごい速さで回っています。パパはアウロラのところに血相を変えて戻ってきました。「洗濯機が止まらないんだ！管理人さんはいないか？」階段を駆け下りるとクヌートとすれ違いました。「クヌート、管理人さんはどこにいるか知っているかい？洗濯機が止まらないんだ。」「それなら僕、何回もやったことあるよ。うちのお母さん、忙しいから。」クヌートはパパに洗濯機の使い方を教えてくれました。「もしかして、熱いお湯で洗っちゃった？縮んじゃうよ。僕も最初同じ失敗をしたんだ。」「ああ、ママのセーターが！」「クリスマス・プレゼントに新しいのをプレゼントしてあげたら？」「いい考えだ！」パパはお礼にクヌートを昼食に招待してあげました。「このZ棟に君みたいな同士がいてくれてよかったよ。」とパパが言うと、クヌートは「僕もおじさんがいてくれてよかった。」と答えました。
9章 アウロラはいつものように窓の外を見ていました。最近はクリスマス・ツリーがあちこちで飾ってあって、いつもの数倍眺めがいいのです。今日はパパのお母さん、つまりおばあちゃんが来る日です。駅まで迎えにいくことになっています。ベルが鳴ってドアを開けると赤ちゃんを抱っこした女の人が立っています。「すみません。この棟に住んでいる者なんですけど、私買い物に行きたいの。で、この家に赤ちゃんがいるって聞いて、うちの子と遊ばせてくれないかと思って。1時間以内に帰ってきますから。」そういうとその女の人は赤ちゃんを置いて走って行ってしまいました。パパはむっつりとしています。「他人を助けたい気持ちはもちろんある。でも私はあの人のこと、見たこともないんだぞ。」するとまたベルが鳴りました。「すみません。近所の者なんですが、うちのお風呂の蛇口の水漏れパッキンが壊れちゃって。交換するの手伝ってくれません？」「私を管理人か何かだと思ってるんですか？」「そんな。でもこのZ棟で昼間に男の人がいる家なんてここだけだし」「すみません。パッキンの代え方、分かりませんので。」「そう、それなら管理人さんに言うわ。すみませんね。」パパは紙に「古代研究家、博士課程在籍中、8時から18時までは研究中ですのでご遠慮下さい。」と書いてドアに貼りました。待てども、待てども女の人は帰ってきません。おばあちゃんの家に行かなくてはいけないのに。すると女の人がのこのこ戻ってきました。ちっとも急いでいる様子などありません。「もう二時間も経ちましたよ。」「あら、そう？時間が経つのってあっという間ね！本当は他の奥さんに頼もうかと思ったんだけど、クリスマス前は、どの家も準備で忙しいから悪くて。」パパとアウロラは市電に乗ろうとしましたが車掌さんが、この便は一杯でベビー・カーが入るスペースはないと言ってきました。パパがどうしても急いでいるからと言うと、ベビー・カーを折りたたんで持ち上げるなら乗車しても良いと車掌さんは言いました。すると座っていた女の人が「まあ、大変そう。ここに座ってください。スペースがあるから。」と言ってくれました。「親切な人ね。」「ああ、今日の一件で女の人なんてこりごりだと思っていたけど、今ので吹き飛んださ。」「ママも私も女の人だよ。」「ママとアウロラは特別なの。」駅に着くとパパは「アウロラ、ここでソクラテスと待っていておくれ。おばあちゃんを探してくるから。」と言いました。でもパパはなかなか戻って来ません。「一人でいるの？パパとママは？」と知らないおじさんが声をかけてきました。アウロラは知らない人と話してはいけないという言いつけを思い出して、「パパはすぐ来ますから。」とだけ答えました。心細くなってきたところでパパとおばあちゃんがやって来ました。「さあ、タクシーに乗るぞ。」タクシー乗り場は、すごい列。寒くてパパは体を温めようとジャンプし始めました。おばあちゃんも、おばあちゃんの前の人も。そうして皆ぴょんぴょん飛び跳ねました。Z棟に着くとおばあちゃんは「あれまあ、一体このZ棟には何個窓があるのかね。」と言いました。「数えたことはないけど、クリスマスの日に数えてみようか。」とパパ。エレベーターに乗ると11階に着くまでおばあちゃんは肩をすくめて目をギュッと閉じていました。ドアに貼られた紙を見て、「何ておかしな紙を貼ってるんだい！」とおばあちゃんは言いました。「これには訳があるんだよ。また後で話すよ。」とパパは苦笑いを浮かべました。おばあちゃんは部屋がきちんと片付けられているのを見て、「いい嫁さんをもらったね。仕事も家事もきちんとやって。」と言いました。アウロラはこれはパパが全部やったんだよ、と思いましたが、口には出しませんでした。「でもここにいる間、私が家事をするよ。そうしたらマリエさん、少しは休めるだろ。」ソクラテスを寝かしつけると、パパとアウロラはツリーを買いに行きました。イメージに合う形のツリーを探すのに時間がかかってしまいました。窓辺に立つのは今夜からもっと楽しくなりそうです。アウロラの家のベランダにもツリーが飾ってあるのですから。まるでツリーはベランダから少し顔を出して、他の家のツリー達にあいさつをしているみたいに見えます。「さあ、クリスマスが来るよ。」とアウロラが言うとソクラテスは目を閉じて嬉しそうな表情を浮かべました。
10章 おばあちゃんが来てから、何もかもが変わりました。家事は全ておばあちゃんがやってくれて、手伝いもさせてくれないのです。パパは何日かピアノを弾くバイトに出かけました。ママにプレゼントを買うお金を稼ぐためだとアウロラは知っていましたが、内緒にしておきました。アウロラが窓から森を眺めると、森から煙が立ち上っているのが見えました。「パパ、森に行こうよ。」アウロラが森に行く前、パンを2切れほど切って欲しいとパパにお願いすると、おばあちゃんは「男の人にそんなことを頼んじゃ駄目よ。この子は台所になんて立たない子なんだよ。」と言いました。「そんなことないよ。パパはこのZ棟で一番いいパパなんだよ。」「あらあら、パパのことが大好きなんだねえ。」とおばあちゃんはうれしそうに笑いました。パパに手をひかれ、アウロラは森に向かいました。「昨日本を2冊買ったんだ。1冊をカーレンに、もう1冊をヌッセにあげたらどうだい？」とパパ。「クヌートにも買ったんだよ。古代ギリシャに関する本なんだ。」その時、森の中に灰色の小さな家が建っているのが目に入りました。「サンタはこういう家に来るんだろうね。」家からおばあさんが出てきました。頭巾をかぶり、ショールをまとい、擦り切れたスカートをはいています。「前、スーパーでコーヒー豆を挽くのを手伝ってくれた人だよ！」「秘密を知っちゃったね！こんな森の中に家があるなんて！」クリスマスの日にこんな秘密を知れたなんて、何てグット・タイミング！Z棟に戻ると、どの家も窓に星を飾り、ツリーに明かりを灯していました。大きくて、平和なZ棟。すると一台の車が止まりました。ママです。「お正月まで休みをもらったの。さあ、帰りましょう。」パパはアウロラに赤い帽子を渡し、「ほら、これでアウロラは小さなサンタさんだ。プレゼントを渡して皆を幸せにしてあげるんだよ。」と言いました。さあ、どの子からあげよう？ヌッセからにしました。途中すれ違った家の人は、ノルウェー語ではなく何か別の言葉を話していました、パパがZ棟は世界みたいなものだ、と言っていたけど、本当にその通り。ヌッセの家に来て、プレゼントをあげるとヌッセはうれしそうに「ママ、パパ！アウロラにプレゼントをもらったよ！」と叫びました。「まあ、どうもありがとう。」とヌッセのママはお礼を言いました。カーレンはプレゼントをもらうとはしゃいで、アウロラに「ありがとう。メリー・クリスマス！」と言ってくれました。クヌートの家のベルを鳴らしました。「どうして家に最近来なかったの？」「お前んち、ばあさんが来てるんだろ？それにやることもあったし。ちょっと上がってくか？二人でクリスマス・パーティーでもしようか？」「おばさんはいいの？」「母さんはいないよ。昨日から入院してるんだ。」「じゃあ、今誰がいるの？」「誰も。でも明日おばさんが来る。」「一人で今日は過ごすの？」「ああ、そうさ。」クヌートは顔をしかめました。「うちにおいでよ。」「お前のうちの人に悪いよ。」アウロラは急いで家に戻り、「クヌートを呼んでもいい？」と聞きました。「駄目よ。今日はクリスマスよ。その子のお家の人がどうおっしゃるか。」とママ。「クヌートのママは入院して、あの子一人なのよ！」パパは「何だって！」と驚いて、クヌートのところに確かめに行きました。戻ってくると「本当に一人だったよ。」とパパ。「でも、その子の父親は？」とおばあちゃん。「知らない。でもそんなことをあれこれ聞くより、何も言わずにあの子を楽しませてやった方がいいだろう。」とパパ。「その通り。本当にお前、大人になって。」とおばあちゃんが感慨深そうに言うと、お母さんはおかしくなってクックッと笑いました。ドアのベルが鳴りました。クヌートが手にプレゼントを持って立っています。パパへのプレゼントです。中身は小麦粉でした。「ありがとう。これで来年のクリスマスも、ケーキを焼くよ。」とパパ。「もしかして、このケーキを焼いたのはお前かい？」とおばあちゃん。「そうだよ。」「お母さん、実は家事は私がやってるんじゃないんです。この人がやってくれてるんです。今私達がこんなに美味しいケーキを食べれるのも、この人のおかげなんです。」とママ。するとパパが口を挟みました。「忘れていることが一つあるよ。ママを助けてるのは私だけじゃない。このクヌート、アウロラ、ソクラテスもママを助けてくれているんだよ。」皆でツリーの周りを輪になって回りました。パパからすてきなスキー用セーターをもらうとママはびっくり、大喜び。アウロラも何故か2枚、スキー用セーターをもらいました。でも何だかママとパパが持っていたセーターに似ているような・・・。「まあ、どうしたの、これ！」とママ。「熱湯で洗濯しちゃったのさ。」とパパはきまり悪そうにしました。アウロラは笛と車のおもちゃ用の駐車場とシャツと人形用のベッドをもらいました。クヌートの前にもプレゼントの山。ママからパパへのプレゼントは小さな封筒でした。中には教習所のチケットが入っていました。「車には豆挽きよりもたくさんボタンが付いてるんだよ。パパ。」とアウロラ。「頑張って覚えるさ。」とパパは笑いました。その晩、クヌートもアウロラの家で寝ました。次の日車で病院に連れてってやろうとパパは言いました。その日おばあちゃんは居間のソファーで、アウロラは赤ちゃん用のベッドで寝ました。「お前がこのベッドで寝るのを、また見れるとはね。」とパパが言いました。「ねえ、パパ。今夜Z 棟の人達は皆幸せなのかな？」「いや。このZ 棟は世界みたいなものだって言ったろう？世界には悲しんでいる人もいれば、喜んでいる人もいる、勝つ人もいれば、負ける人もいる。でも今夜は皆、お互いをいたわる日なんだよ。」「けんかしないってこと？」「ああ、それに例えば、悪口を言わないとかね。」アウロラは急にうれしくなりました。今夜はきっと、「父親が家にいて、母親が町に行くの？」何て言う人もいないんだ。毎日がクリスマスならいいのに。窓の外を見ると星がまたたいています。もし星の上に乗れるなら、そこからこのZ棟を眺めたい。世界みたいなZ棟。窓に皆が星を飾る、この美しいZ棟を。
6. 本書の特徴

文体：作者から読者に話しかけるような語り口。三人称で語られる。対象年齢が4.歳から8歳とノルウェーでは設定されているだけあって、子供向けの易しい言葉が使われている。会話文の割合も多い。
訳の難易度：一般辞書で調査可能。
日本での受け入れ：《受け入れられると思われる点》

・最近の小学校では平等志向が強すぎて徒競走でも順位をつけないことが多いらしい。そのような教育では子供達の競争意識も育たないし、子供達は将来社会に出た時に初めて社会は皆に平等なわけではないということを目の当たりにし、愕然としてしまうことだろう。この本に出てくる「このZ 棟は世界みたいなものだ。世界には悲しんでいる人もいれば、喜んでいる人もいる、勝つ人もいれば、負ける人もいる。」というパパのセリフはこのような日本の教育に一石を投じるのではないか。

 引っ越してきたばかりでＺ棟にまだ慣れないアウロラが近所の人たちを先住民＝インディアンと呼んでいるのが面白い。2章にもインディアンのイラストが入っている。
・Ｐ60で勉強の邪魔になるから外で遊んできなさいというパパにアウロラが家にいたいと駄々をこねるシーンで、「邪魔しないから！じっとして窓からパパが落としたお弁当箱を眺めとくから、ね、パパ？」というセリフや、6章でパパが空きビンを落としてしまったとき、謝る相手もいないのでビンに向かってごめんと思わず謝ってしまうシーンは面白い。

・最終章でパパが縮んでしまったセーターをアウロラにあげるところもまたユーモラスである。前の章のエピソードを後の章にうまくつないで、落ちをつけている。

・2章の最初に出てくるパパとの会話はリアリステイックだが、その会話と会話の間にほのぼのとした家の様子や細かい描写が加わり、リアリスティックな会話内容を和らげている。

・最近ニートの若者が多いが、この本に込められた「皆が一緒である必要はない」という主張はこのご時世に合っている。
・書き手の視点が子供の立場までしっかり下りている。エレベーターや空きビン回収機など、子供が不思議に思う物をエピソードの中にうまく取り込んでいる。
・9章に面白おかしく描かれる図々しいおばちゃん達のエピソードには思わずクスリと笑わされる。一瞬相手に対して腹が立ったりあきれることはあっても、決してこの人は嫌な人だ、付き合うのはやめようという結論で終わったりはしない。

《受け入れにくいと思われる点》

・ジェンダーの問題がテーマの一つとなっている。ジェンダー論をうっとうしく思う人もいるので、本の宣伝文句にジェンダーを全面に押し出してしまうと手に取りにくい本になってしまうかもしれない。
感想

・森の中の動物達が、周りに出来ていく町、建物、人々を観察している場面から始まる書き出しから、アウロラ一家の話へと移行するその展開のなめらかさは見事。動物達が森の中から家が出来ていく様子を眺めているイラストは非常に美しい。9章でも森の中から光が見えたとアウロラとパパが話す場面が出てくる。絵を見ると自然破壊に反対する話なのかと思うが、お話を読んでいくと、自然はなくなっていっても、それでも世界は続き、人間と人間が関わりながら生きていくのだ、ということを森の動物達の絵で始まり、同じ絵で本が終わることで間接的に描き出しているということが段々と分かってくる。
・女性と男性の家事分担がお話の縦糸、都会の人々のコミュニケーション不足が横糸となっている。社会的テーマを扱いながらも楽しく読めるのは作者が子供の心理をうまく描写しているからであろう。2章に出てくる青に赤い花柄に車を塗っているエピソードはただ楽しいだけではなく、同時に都会の無機質さを映し出している。
・アウロラはいつも窓辺に立って外を眺める。その理由のひとつとして、ママが帰ってくるのが見えるからだと書かれている。作者はそのアウロラの習慣を、10章のクリスマス・ツリーの話にうまくつなげている。「窓辺に立つのは今夜からもっと楽しくなる。アウロラの家のベランダにもツリーが飾ってあるのだから。まるでツリーはベランダから少し顔を出して、他の家のツリー達にあいさつをしているみたいだ。」という文は、ほのぼのとした美しいクリスマスの雰囲気を盛り上げる。

8. 備考　日本語出版で留意する点

・ 近所の子が「いいな。私にはbestmor（おばあさんという意味、英語のgrandmotherに当たる）がいないよ。Farmor（これもおばあさんという意味で、英語でいうならfather’s father）とmormor（mother’s mother）しか。」と言っている。Bestmorとfarmor、mormorは同じ意味なのに、違う言葉だと勘違いしているのだが、ここをどう訳すか検討が必要。
・5章で出てくるオートロックは電動ではなく、手動式のものである。
・洗濯機の構造が日本のものと異なるので注をつける必要があるだろう。

・10章でおばあちゃんがエレベーターを怖がって目を閉じているシーンがあるが、今の子供にはエレベーターは当たり前すぎてエレベーターが怖いという感覚がピンと来ないかもしれない。

